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魯
迅
輯
『
古
小
説
釣
沈
』
校
釈

1
『
幽
明
録
』
　
(
二
)
　
-

1
0
　
末
陽
鯖
東
北
有
産
塘
、
掩
地
八
頃
、
其
深
不
可
測
。
中
有
大

魚
、
常
至
五
日
①
、
一
躍
奮
出
水
②
。
大
可
三
園
、
其
状
異
常
③
。

毎
躍
出
水
④
、
則
小
魚
奔
送
、
随
水
上
岸
、
不
可
勝
計
。
〔
御
覧

七
十
四
。
裏
宇
記
一
百
十
五
〕
　
※
鄭
晩
晴
輯
江
本
一
九
〇
頁

【
校
異
】
　
①
　
「
常
」
、
実
字
記
　
(
古
逸
叢
書
本
)
　
作
　
「
嘗
」
。

②
襲
宇
記
　
(
古
逸
叢
書
本
)
　
無
　
「
水
」
字
。
③
襲
宇
記
　
(
古
逸
叢

書
本
)
　
無
此
四
字
。
④
襲
宇
記
　
(
古
逸
叢
書
本
)
　
無
　
「
躍
」
字
。

【
注
釈
】
　
東
陽
願
　
今
の
湖
南
省
末
陽
市
。
　
八
頃
　
四
十
h
a
。

一
傾
は
五
百
a
。
　
奔
辻
　
逃
げ
散
る
。
播
晶
「
冊
魂
公
九
錫
文
」

(
『
文
選
』
巻
三
五
)
　
に
　
「
海
盗
奔
近
、
黒
山
順
軌
」
　
(
海
盗
は

奔
近
し
、
黒
山
は
軌
に
順
ふ
)
　
と
あ
る
。

お
ほ

【
訓
読
】
　
東
陽
解
の
東
北
に
崖
塘
有
り
、
地
を
掩
ふ
こ
と
八

頃
、
其
の
探
き
こ
と
測
る
べ
か
ら
ず
。
中
に
大
魚
有
り
、
常
に
五

お
ど

日
に
至
り
て
、
一
た
び
躍
り
奮
ひ
て
水
よ
り
出
づ
。
大
な
る
こ

と
三
園
ば
か
り
、
其
の
状
常
に
異
な
り
。
水
よ
り
躍
り
出
づ
る
毎

あ

　

　

か

ぞ

に
、
則
ち
小
魚
奔
近
し
、
水
に
随
ひ
て
岸
に
上
る
も
の
、
勝
げ
て
計

〕

富

　

永

　

一

　

登

ふ
べ
か
ら
ず
。

【
訳
文
】
　
未
陽
醇
の
東
北
に
崖
塘
が
有
り
、
水
が
地
面
を
八
頃

に
わ
た
っ
て
覆
い
、
其
の
深
さ
は
測
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の

中
に
大
魚
が
い
て
、
い
つ
も
五
日
に
一
度
飛
び
上
が
っ
て
水
か
ら

出
て
く
る
。
大
き
さ
は
三
か
か
え
は
ど
で
、
尋
常
の
姿
で
は
な
い
。

水
か
ら
飛
び
上
が
る
た
び
に
、
小
魚
は
逃
げ
散
り
、
水
と
と
も
に

岸
に
上
が
る
も
の
は
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

【
補
説
】
　
歳
塘
の
魚
に
関
す
る
話
と
し
て
は
、
『
御
覧
』
巻
七

四
に
　
「
異
記
云
」
　
と
し
て
、
「
崖
塘
有
鮫
魚
。
五
日
一
化
、
戎
鳥

美
異
婦
人
、
或
烏
男
子
、
至
干
欒
乱
尤
多
。
郡
人
相
戒
、
故
不
敢

有
害
心
、
鮫
亦
不
能
鳥
計
。
後
焦
雷
電
殺
之
、
此
墳
遂
潤
。
」
　
(

産
塘
に
鮫
魚
有
り
。
五
日
に
一
た
び
化
し
、
或
い
は
美
異
な
る
婦

人
と
為
り
、
或
い
は
男
子
と
為
り
、
変
乱
に
至
る
こ
と
尤
も
多
し
。

郡
人
相
戒
め
、
故
よ
り
散
へ
て
害
心
有
ら
ず
、
鮫
も
亦
為
に
計
る

能
は
ず
。
後
雷
電
の
之
を
殺
す
と
こ
ろ
と
為
り
、
此
の
塘
遂
に
洞

る
。
)
　
(
『
裏
宇
記
』
巻
一
一
五
　
(
古
逸
叢
書
)
無
「
産
塘
」
　
二
字
、
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「
美
異
」
作
「
美
」
一
字
、
「
乱
」
作
「
化
」
、
「
殺
之
」
作
「
殺
」
、

「
此
塘
」
　
作
　
「
塘
自
此
」
。
)
　
が
引
か
れ
て
い
る
。
飽
崇
城
本
が

「
異
記
」
を
「
述
異
記
」
に
作
る
の
で
、
魯
迅
は
『
古
小
説
鈎
沈
』

の
祖
沖
之
『
述
異
記
』
　
(
第
7
話
)
　
に
収
録
す
る
。
た
だ
『
裏
宇

記
』
巻
一
一
五
　
(
古
逸
叢
書
)
　
は
　
「
卓
異
記
」
　
(
唐
・
李
朝
撰
)

に
作
る
の
で
、
本
来
『
述
異
記
』
　
の
話
か
ど
う
か
は
に
わ
か
に
は

断
定
L
が
た
い
。

1
1
　
宜
都
・
建
平
二
郡
之
界
、
有
五
六
峯
、
参
差
互
出
①
。
上
有

倖
石
②
、
如
二
人
像
、
穣
挟
相
封
。
俗
詞
、
二
郡
督
郵
、
事
界
於

比
。
〔
『
初
學
記
』
玉
。
『
類
衆
』
六
。
『
御
覚
』
五
十
二
。
事
類

賦
注
七
。
案
水
経
注
三
十
四
云
、
「
宜
都
督
郵
、
顧
勢
小
東
傾
。

議
者
以
畠
不
如
也
。
」
〕
　
※
鄭
晩
晴
輯
注
本
一
八
三
頁

【
校
異
】
　
①
　
「
互
」
、
御
覚
作
　
「
玄
」
、
誤
。
飽
崇
城
本
作
　
「

守
」
、
帥
　
「
互
」
　
之
俗
字
。
『
廣
韻
』
　
云
、
「
互
、
俗
作
守
。
」
　
類

衆
不
引
　
「
有
五
六
峯
参
差
互
出
」
　
八
字
。
②
類
衆
無
　
「
上
」
　
字
。

「
債
」
、
事
類
賦
注
作
　
「
奇
」
。

【
注
釈
】
　
宜
都
　
三
国
呉
が
置
い
た
郡
名
。
今
の
湖
北
省
宜
昌

市
。
　
建
平
　
三
国
呉
が
置
い
た
郡
名
。
今
の
重
慶
市
巫
山
県
。

倍
石
　
『
大
漢
和
辞
典
』
『
漢
語
大
詞
典
』
と
も
に
こ
の
話
を

引
く
が
、
解
釈
は
、
く
っ
つ
い
て
い
る
石
・
よ
り
あ
っ
て
い
る
石

(
『
大
漢
和
』
)
、
誓
え
立
つ
石
　
(
『
大
詞
典
』
(
苛
立
的
石
共
)
)

の
二
つ
に
別
れ
る
　
(
音
は
と
も
に
　
「
Y
y
l
」
)
。
『
十
大
志
怪
小
説
賞

析
』
は
、
「
丙
挟
独
立
的
石
共
」
　
と
訳
す
。
或
い
は
　
「
」
と
　
と
読

み
、
「
奇
」
　
と
同
意
か
も
し
れ
な
い
。
　
接
挟
　
た
も
と
を
か
か

げ
る
。
腕
ま
く
り
を
し
て
喧
噂
し
よ
う
と
す
る
様
子
。
『
漢
書
』

巻
五
一
緋
陽
伝
に
　
「
撰
挟
而
正
議
者
、
濁
大
王
耳
。
」
　
(
棟
を
蟻

ひ
て
正
し
く
議
す
る
者
は
、
独
り
大
王
の
み
)
　
と
あ
り
、
顔
師
古

注
に
　
「
棲
、
卿
也
。
挟
、
衣
袖
也
。
壌
挟
、
猶
今
人
云
持
皆
耳
。
」

と
い
う
。
ま
た
蓑
宏
　
「
三
国
名
臣
序
賛
」
　
(
『
文
選
』
巻
四
七
)

に
　
「
来
哲
槙
挟
於
後
」
　
(
来
哲
は
枚
を
後
に
槙
ふ
)
　
と
あ
る
。

督
郵
　
郡
太
守
の
属
官
。
郡
下
の
県
を
監
察
す
る
巡
察
官
。
『
後

漢
書
』
百
官
志
玉
に
　
「
其
監
属
鯖
、
有
五
部
督
郵
曹
操
一
人
。
」

と
あ
る
。

【
訓
読
】
　
宜
都
・
建
平
二
郡
の
界
に
、
五
六
峯
有
り
、
参
差
と

し
て
互
に
出
づ
。
上
に
借
石
有
り
、
二
人
の
像
の
如
く
し
て
、
挟

は
ら

を
槙
ひ
て
相
封
す
。
俗
に
謂
ふ
、
二
郡
の
督
郵
、
界
を
比
に
事

ふ
と
。
【
訳
文
】
　
宜
都
と
建
平
の
二
郡
の
境
に
、
五
、
六
の
峰
が
有
り
、

高
く
低
く
そ
び
え
て
い
る
。
そ
の
峰
の
上
に
二
つ
の
石
が
立
っ
て

い
て
、
二
人
の
姿
の
よ
う
で
、
袖
を
ま
く
り
あ
げ
て
向
き
合
っ
て

い
る
。
民
間
で
は
、
二
郡
の
督
罫
が
こ
こ
で
境
を
争
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。

【
補
説
】
　
こ
の
話
は
、
次
の
　
「
望
夫
石
」
　
に
代
表
さ
れ
る
石
が

何
か
の
姿
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
た
伝
説
の
一
つ
で
あ

る
。
『
水
経
注
』
巻
三
四
　
「
江
水
」
　
二
に
は
、
「
江
水
自
建
平
至

東
界
峡
、
盛
弘
之
謂
之
空
冷
峡
。
映
甚
高
峻
、
帥
宜
都
・
建
平
二

郡
界
也
。
共
闘
遠
望
、
交
嶺
表
、
有
五
六
峰
、
参
差
互
出
。
上
有
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奇
石
、
如
二
人
像
、
横
挟
相
封
。
俗
博
、
両
郡
督
郵
、
等
界
於
此
。
」

と
、
『
幽
明
録
』
と
ほ
ぼ
同
じ
話
を
引
き
、
「
宜
都
督
郵
、
原
勢

小
東
傾
。
読
者
以
岳
不
知
也
。
」
　
(
宜
都
の
督
郵
、
蕨
の
勢
ひ
小

に
し
て
東
に
傾
く
。
議
す
る
者
以
て
如
か
ず
と
宿
す
な
り
)
　
と
記

す
。
宜
都
の
督
郵
に
似
た
石
の
方
が
小
さ
く
て
東
に
傾
い
て
い
て
、

建
平
の
督
郵
に
及
ば
な
い
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

鄭
晩
晴
注
に
、
『
晋
書
』
地
理
志
を
引
き
、
建
平
郡
は
八
県
を
管

轄
し
戸
数
一
万
三
千
二
百
、
対
す
る
宜
都
郡
は
三
県
で
戸
数
八
千

七
百
な
の
で
、
県
数
、
戸
数
と
も
か
け
離
れ
て
い
る
の
で
、
『
水

経
注
』
　
の
よ
う
な
議
論
が
あ
る
と
い
う
。

1
2
　
武
昌
陽
新
館
①
北
山
上
有
望
夫
石
、
状
若
人
立
②
。
古
侍
云

③
、
昔
有
貞
婦
、
其
夫
従
役
、
遠
赴
国
難
。
婦
携
弱
子
④
、
餞
送

此
山
、
立
望
夫
而
化
烏
立
石
⑤
。
因
以
島
名
焉
⑥
。
〔
『
初
學
記
』

五
。
『
御
覧
』
四
百
四
十
。
『
御
覚
』
五
十
二
八
作
「
世
説
日
」
　
)
。

事
類
賦
注
七
八
作
r
世
説
日
L
 
V
〕
　
※
鄭
晩
晴
輯
注
本
一
八
三
五

【
校
異
】
　
①
校
記
云
、
「
三
字
『
御
覚
』
引
有
。
」
　
初
學
記
・

事
類
賦
注
無
　
「
陽
新
鯖
」
　
三
字
。
②
　
「
立
」
　
下
、
御
覧
・
事
類
賦

注
有
　
「
者
」
　
字
。
③
　
「
古
侍
云
」
、
鈎
沈
本
作
　
「
相
侍
」
、
初
學

記
作
「
古
博
云
」
、
御
覚
・
事
類
賦
注
作
「
侍
云
」
、
無
「
相
博
」
。

今
接
初
學
記
改
。
④
初
學
記
・
事
類
賦
注
無
　
「
婦
」
字
。
「
携
」
、

初
學
記
・
事
類
賦
注
・
飽
崇
城
本
・
全
集
本
作
　
「
摘
」
。
今
従
御

覚
・
鈎
沈
手
稿
本
。
⑤
校
記
云
、
「
『
御
覚
』
四
百
四
十
引
作
立

望
而
死
形
化
鳥
石
。
」
　
事
類
賦
注
無
　
「
夫
」
　
字
、
下
　
「
立
」
　
字
。

御
覧
五
二
作
　
「
立
望
而
化
鏡
石
」
。
⑥
御
覧
・
事
類
賦
注
不
引
此

句
。【
注
釈
】
　
武
昌
陽
新
稲
　
武
昌
郡
陽
新
県
。
今
の
湖
北
省
陽
新

県
。
塊
文
辞
の
黄
初
二
年
　
(
二
二
一
)
、
呉
の
孫
権
が
郡
を
改
武

昌
め
て
武
昌
と
し
た
　
(
『
末
書
』
州
郡
志
三
、
『
晋
壽
』
地
理
志

下
)
。
　
北
山
　
北
の
山
の
意
。
固
有
名
詞
で
は
な
い
。
　
従
役

軍
役
に
服
す
る
こ
と
。
弱
子
　
幼
子
。
『
韓
非
子
』
解
老
篇
に

「
慈
母
之
於
弱
子
也
、
務
致
其
福
。
」
　
(
慈
母
の
弱
子
に
於
け
る

や
、
其
の
福
を
致
す
こ
と
を
務
む
)
　
と
あ
る
。
　
餞
送
　
旅
立
つ

人
を
見
送
る
。
陶
淵
明
　
「
詠
二
疏
」
　
詩
に
　
「
餞
送
傾
皇
朝
、
華
軒

盈
道
路
」
　
(
餞
送
皇
朝
を
傾
け
、
華
軒
道
路
に
盈
つ
)
と
あ
る
。

【
訓
読
】
　
武
昌
陽
新
解
の
北
山
の
上
に
望
夫
石
有
り
、
状
　
人

の
立
つ
が
若
し
。
古
侍
に
云
ふ
、
「
昔
貞
婦
有
り
、
其
の
夫
役

に
従
ひ
、
遠
く
國
難
に
赴
く
。
婦
　
弱
子
を
携
へ
て
、
此
の
山
に

餞
送
し
、
立
ち
て
夫
を
望
み
て
化
し
て
立
石
と
焦
る
。
因
り
て
以

て
名
と
焦
す
。

【
訳
文
】
　
武
昌
郡
陽
新
県
の
北
山
の
上
に
望
夫
石
が
あ
り
、
そ

の
形
は
人
が
立
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え

に
言
う
、
「
昔
貞
婦
が
い
て
、
そ
の
夫
が
従
軍
し
、
遠
く
国
難
に

赴
い
た
。
妻
は
幼
子
を
連
れ
て
、
こ
の
山
で
見
送
り
、
立
っ
て
夫

を
望
み
見
て
い
て
石
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
望
夫
石
と
い
う
名
を
つ

け
た
の
だ
」
　
と
。

【
補
説
】
　
　
こ
の
話
は
、
『
捜
神
記
』
巻
一
一
(
第
二
九
六
話
)

の
　
「
望
夫
岡
」
　
(
『
初
学
記
』
巻
八
引
郡
陽
記
同
)
　
を
は
じ
め
各
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地
に
多
く
の
類
話
が
残
さ
れ
、
唐
の
詩
人
も
し
ば
し
ば
詩
題
に
し

て
い
る
望
夫
石
説
話
で
あ
る
。
『
太
平
御
覧
』
巻
八
八
八
引
『
列

異
伝
』
　
(
『
古
小
説
鈎
沈
』
第
四
六
話
)
　
の
　
「
武
昌
新
館
北
山
上

有
望
夫
石
、
状
若
人
立
者
。
博
云
、
昔
有
貞
婦
、
其
夫
従
役
、
遠

赴
國
難
。
婦
携
弱
子
餞
送
此
山
、
立
望
而
形
化
鳥
石
。
」
、
『
太
平

御
覧
』
巻
四
八
引
『
輿
地
記
』
　
の
　
「
武
昌
郡
奉
新
醇
北
山
上
有
望

夫
石
、
状
若
人
立
者
。
今
古
侍
云
、
昔
有
貞
婦
、
其
夫
従
役
、
遠

赴
國
難
。
携
弱
子
餞
送
此
山
。
既
而
立
望
其
夫
、
乃
化
鳥
石
。
因

以
島
名
蔦
。
」
　
が
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
李
剣
国
『
唐
前
志
怪
小
説

輯
釈
』
、
松
岡
正
子
　
「
望
夫
石
伝
説
」
　
(
早
稲
田
大
学
中
国
文
学

会
『
中
国
文
学
研
究
』
第
一
一
期
一
九
八
五
年
所
収
)
　
参
照
。

1
3
　
巴
丘
醇
自
①
金
岡
以
上
二
十
里
②
、
名
黄
金
渾
③
、
莫
測
其

探
④
。
上
有
瀕
⑤
、
亦
名
黄
金
瀬
⑥
。
古
有
釣
於
比
津
⑦
、
獲
一

金
銀
⑧
、
引
之
、
遂
蒲
一
船
⑨
。
有
金
牛
出
⑩
、
馨
貌
奔
壮
⑪
。

釣
人
波
骸
⑫
。
牛
因
奮
勇
躍
而
還
渾
⑬
。
鎖
乃
精
義
⑭
、
釣
人
以

刀
研
⑮
、
得
数
尺
。
渾
瀬
因
此
取
名
⑯
。
〔
『
類
衆
』
八
十
三
。
『

御
覚
』
八
百
十
一
、
又
九
百
。
事
類
賦
注
九
〕
　
※
鄭
晩
晴
輯
注
本

六
九
頁
、
李
剣
國
輯
浮
木
四
五
七
貢

【
校
賃
】
　
①
「
自
」
、
校
記
云
、
「
『
御
覚
』
一
引
作
百
。
」
御

覚
八
一
一
′
・
事
類
賦
注
作
　
「
百
」
、
御
覚
九
〇
〇
無
此
字
。
②
　
「

岡
」
、
類
衆
・
御
覧
・
飽
崇
城
本
八
一
一
作
　
「
崗
」
。
事
類
賦
注

無
　
「
上
」
字
。
「
二
十
」
、
御
覧
九
〇
〇
作
　
「
址
」
、
飽
崇
城
本
九

〇
〇
作
　
「
世
」
、
事
頴
賦
注
無
此
二
字
。
③
　
「
名
」
、
事
類
賦
注

作
　
「
有
」
。
「
渾
」
、
御
覚
九
〇
〇
作
　
「
瀬
」
・
飽
崇
城
本
九
〇
〇

作
「
潤
」
。
④
御
覚
・
事
類
賦
注
不
引
此
句
。
⑤
事
類
賦
注
「
上
」

上
有
　
「
渾
」
　
字
。
御
覚
九
〇
〇
不
引
比
句
。
⑥
御
覚
九
〇
〇
不
引

此
句
。
⑦
御
覧
九
〇
〇
無
「
此
」
字
。
⑧
「
鎖
」
、
御
覧
九
〇
〇
・

事
類
賦
注
作
　
「
鎖
」
。
⑨
御
覧
九
〇
〇
無
　
「
遂
」
　
字
。
「
船
」
、
類

衆
作
　
「
虹
」
、
御
覚
九
〇
〇
　
「
船
」
、
並
　
「
船
」
　
之
俗
字
。
⑩
御

覚
八
一
一
・
事
類
賦
注
　
「
有
」
　
上
有
「
而
」
字
。
御
覚
九
〇
〇
無

「
有
」
　
字
。
⑪
　
「
奔
」
、
校
記
云
、
「
『
御
覧
』
一
引
作
葬
。
」
　
飽

崇
城
本
八
一
一
作
　
「
弄
」
。
類
衆
無
　
「
貌
」
　
字
。
⑫
　
「
波
」
、
鈎

沈
本
作
　
「
被
」
、
飽
崇
城
本
八
一
一
亦
作
　
「
被
」
、
魯
迅
従
飽
崇

城
本
。
今
接
類
衆
・
御
覚
八
一
一
改
。
御
覧
九
〇
〇
不
引
此
句
。

事
類
賦
注
　
「
波
骸
」
　
作
　
「
骸
佗
」
。
⑬
御
覚
九
〇
〇
無
　
「
牛
因
」

二
字
。
御
覚
・
事
類
賦
注
無
　
「
勇
」
　
「
而
」
　
二
字
。
⑪
　
「
乃
購
」
、

類
衆
作
　
「
格
乃
」
、
御
覧
九
〇
〇
作
　
「
久
乃
」
。
「
銀
」
、
御
覚
九

〇
〇
作
　
「
鎖
」
、
同
。
此
句
以
下
、
御
覚
八
一
一
・
事
短
賦
注
不

引
。
⑮
御
覚
九
〇
〇
無
　
「
以
」
字
。
⑯
御
覚
九
〇
〇
作
　
「
故
渾
滴

取
名
」
。
【
注
釈
】
　
巴
丘
願
　
今
の
江
西
省
峡
江
県
。
金
岡
　
地
名
。

金
銀
　
金
の
く
さ
り
。
　
啓
貌
　
声
と
姿
形
。
　
奔
壮
　
盛
ん
な

る
様
。
成
公
緩
　
「
窃
賦
」
　
(
『
文
選
』
巻
一
八
)
　
に
　
「
或
膨
泊
而

奔
経
。
」
　
(
或
い
は
影
泊
と
し
て
奔
壮
な
り
)
、
謝
霊
運
「
山
居
賦
」

(
『
宋
書
』
巻
六
七
謝
霊
運
伝
)
に
「
及
凪
輿
清
作
、
水
勢
奔
牡
。
」

と
あ
る
。
『
十
大
志
怪
小
説
賞
析
』
　
は
、
「
穿
貌
奔
壮
」
　
を
　
「
送

共
牛
身
姻
戚
猛
、
吼
声
粗
壮
。
」
　
と
訳
す
。
　
波
駿
　
驚
き
震
え
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あ
が
る
。
李
創
國
注
に
　
「
震
動
驚
骸
之
意
。
」
　
と
い
う
。
『
後
漢

書
』
巻
三
八
楊
正
伝
に
　
「
革
盗
波
骸
破
散
」
　
(
『
資
治
通
鑑
』
巻

五
七
漢
紀
四
九
霊
帝
光
軸
三
年
に
同
文
が
あ
り
、
胡
三
省
注
に
　
「

波
骸
者
、
蓋
喩
以
物
撃
水
、
一
波
動
、
高
波
随
而
骸
動
。
」
　
と
い

う
)
、
『
宋
書
』
巻
四
七
劉
敬
宣
伝
に
　
「
人
情
波
骸
、
大
勢
挫
岨
」

お
ど
ろ

と
あ
る
。
r
披
該
」
　
な
ら
　
「
骸
か
さ
る
」
　
と
な
る
。

【
訓
読
】
　
巴
丘
鯖
の
金
岡
よ
り
以
て
上
る
こ
と
二
十
里
、
黄
金

澤
と
名
づ
け
ら
れ
、
其
の
深
さ
を
測
る
莫
し
。
上
に
渦
有
り
、
亦

黄
金
瀬
と
名
づ
け
ら
る
。
古
に
此
の
澤
に
釣
る
も
の
有
り
、
一
金

銀
を
獲
て
、
之
を
引
き
、
遂
に
一
船
に
満
つ
。
金
牛
の
出
づ
る
有

お
ど

り
、
睾
貌
奔
壮
な
り
。
釣
人
波
骸
す
。
牛
因
り
て
奮
勇
し
躍
り

き

て
澤
に
還
る
。
捜
乃
ち
格
に
壷
き
ん
と
し
、
釣
入
刀
を
以
て
祈
り
、

敷
尺
を
得
。
渾
瀬
此
に
因
り
て
名
を
取
る
な
り
。

【
訳
文
】
　
巴
丘
県
の
金
岡
か
ら
遡
る
こ
と
二
十
里
は
、
黄
金
澤

と
名
づ
け
ら
れ
、
共
の
深
さ
は
測
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
で
あ

る
。
そ
の
上
流
に
瀬
が
有
り
、
そ
こ
も
黄
金
瀬
と
名
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
昔
、
こ
の
淵
で
釣
を
し
て
い
た
人
が
、
一
本
の
金
の
く
さ

り
を
得
て
、
引
っ
ぼ
っ
て
い
く
と
、
船
に
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

金
牛
が
出
て
き
て
、
そ
の
声
や
姿
は
大
き
く
勇
壮
で
あ
っ
た
。
釣

人
は
驚
愕
し
た
。
そ
の
機
に
牛
は
躍
り
上
が
っ
て
淵
に
戻
っ
た
。

く
さ
り
が
　
(
淵
に
引
き
込
ま
れ
て
)
　
な
く
な
り
そ
う
に
な
っ
た
の

で
、
釣
人
は
刀
で
た
た
き
切
り
、
数
尺
を
得
た
。
澤
や
瀬
は
こ
の

こ
と
に
よ
っ
て
名
前
が
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

【
補
説
】
　
こ
れ
は
、
次
の
第
1
4
話
と
と
も
に
東
晋
か
ら
出
現
し
、

近
代
に
至
る
ま
で
各
地
で
語
ら
れ
て
い
た
金
牛
説
話
の
一
つ
で
あ

る
。
南
斉
・
竺
法
真
の
　
「
登
羅
山
疏
」
　
(
『
御
覚
』
九
〇
〇
引
パ
　
『

白
孔
六
帖
』
九
六
・
『
御
覚
』
一
七
二
・
八
一
一
引
作
　
「
羅
浮
山

記
」
)
　
以
降
の
話
で
は
、
金
牛
に
つ
な
が
っ
て
い
る
金
鎖
を
得
て

金
持
ち
に
な
る
致
富
譚
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
澤
田
瑞
穂
『
金
牛
の
鎖
-
中
国
財
宝
譚
』
　
(
平
凡
社
)
　
に
詳

し
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
金
の
牛
が
金
の
鎖
で
繋
が
れ
て
い

る
の
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
水
怪
を
鎮
め

る
も
の
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
華
南
一
帯
に
伝
播
し
た
　
(
石
田
英

一
郎
全
集
巻
五
　
「
新
版
河
童
駒
引
考
」
)
、
鉱
山
伝
説
と
関
係
し

て
い
る
　
(
吉
田
隆
英
　
「
金
牛
と
洞
穴
-
水
中
世
界
の
禁
忌
と
鉱
山

伝
承
」
　
集
刊
東
洋
学
四
七
)
　
な
ど
の
説
が
あ
る
。
拙
文
で
は
、
『

末
書
』
符
瑞
志
の
　
「
牛
継
馬
後
」
　
と
も
関
連
が
あ
る
の
で
は
と
憶

測
し
た
　
(
『
東
方
』
五
一
)
。
唐
以
降
の
話
で
は
、
金
鎖
は
牛
に

限
ら
ず
他
の
水
獣
と
も
関
係
づ
け
ら
れ
、
唐
代
伝
奇
　
「
柳
毅
伝
」

に
も
、
水
中
の
龍
を
金
鎖
で
繋
い
で
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
鄭
晩
晴
氏
は
唐
・
李
公
佐
　
「
古
岳
漬
経
」
　
(
『
広
記
』
　
四
六

七
　
「
李
湯
」
)
　
に
鎖
に
繋
が
れ
て
い
る
怪
獣
が
見
ら
れ
る
こ
と
を

指
摘
す
る
。
関
係
資
料
は
、
李
剣
國
輯
繹
本
に
詳
し
い
。

1
4
　
准
南
牛
渚
津
①
、
水
極
深
②
、
無
可
算
計
③
。
人
見
一
金
牛
、

形
甚
塊
杜
、
以
金
島
珪
絆
④
。
〔
『
類
架
』
八
十
三
。
『
御
覚
』
七

十
一
、
又
八
百
十
二
　
※
鄭
晩
晴
輯
注
本
七
〇
頁

【
校
異
】
　
①
鈎
沈
本
無
　
「
南
」
字
、
今
按
御
覚
七
一
補
。
②
御
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覚
八
一
一
無
　
「
極
」
　
字
。
③
　
「
算
」
、
鈎
沈
本
　
「
算
」
、
今
接
類

衆
・
御
覚
改
。
「
計
」
、
飽
崇
城
本
八
一
一
作
　
「
津
」
。
④
御
覚
八

一
一
無
　
「
岳
」
　
字
、
「
絆
」
　
下
有
　
「
也
」
　
字
。

【
注
釈
】
　
牛
渚
津
　
准
南
郡
当
塗
県
に
あ
っ
た
。
今
の
安
徽
省

当
塗
県
。
　
算
計
　
測
る
、
計
算
す
る
。
『
准
南
子
』
椒
真
訓
に

「
難
以
算
計
撃
也
。
」
　
(
算
計
を
以
て
學
げ
難
し
)
　
と
あ
る
。

塊
壮
　
優
れ
て
立
派
な
様
。
『
西
京
雑
記
』
巻
六
に
晋
霊
公
の
家

に
つ
い
て
　
「
甚
塊
虻
」
と
記
す
。
　
錬
絆
　
つ
な
ぐ
た
め
の
く
さ

り
。
絆
は
つ
な
ぐ
、
つ
な
ぐ
も
の
の
意
。
「
錬
(
鎖
)
絆
」
　
は
用
例

未
見
。
【
訓
読
】
　
准
南
の
牛
渚
津
は
、
水
極
め
て
深
く
、
算
計
す
べ
き

無
し
。
人
一
金
牛
を
見
る
、
形
甚
だ
塊
牡
に
し
て
、
金
を
以
て

錬
絆
と
属
す
。

【
訳
文
】
　
推
南
の
牛
渚
津
は
、
水
深
が
極
め
て
深
く
、
測
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
あ
る
人
が
一
頭
の
金
牛
を
見
た
が
、
非
常
に
立

派
な
姿
を
し
て
い
て
、
金
を
つ
な
ぎ
鎖
と
し
て
い
た
。

【
補
説
】
　
第
1
3
話
参
照
。

1
5
　
底
山
日
南
行
十
絵
里
、
有
難
山
。
山
上
有
石
難
①
、
冠
距
如

生
。
道
士
季
長
於
此
下
住
、
常
賛
玩
之
。
難
一
日
忽
推
毀
。
抗
告

人
目
、
∴
難
忽
如
此
。
吾
其
終
平
。
」
　
因
輿
知
故
訣
別
。
後
月
餞

遂
卒
。
〔
『
廣
記
』
一
百
四
十
二
〕
　
※
鄭
晩
晴
細
注
本
一
八
七
頁

【
校
異
】
　
①
鈎
沈
本
無
　
「
上
」
　
字
。
今
接
廣
記
補
。

【
注
釈
】
　
鹿
山
　
江
西
省
九
江
市
の
南
部
の
九
十
九
峰
あ
る
と

い
わ
れ
る
山
。
数
々
の
絶
景
を
有
し
仙
人
修
業
の
山
と
し
て
も
有

名
。
『
水
経
注
』
巻
三
九
應
江
水
引
『
橡
章
旧
志
』
　
に
よ
れ
ば
、

底
俗
　
(
本
姓
は
匡
)
　
の
兄
弟
七
人
が
道
術
を
好
み
、
こ
の
山
に
住

ん
だ
の
で
、
鷹
山
と
名
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
。
　
難
山
　
『
山
海

経
』
南
山
経
、
中
山
経
な
ど
に
見
え
る
が
、
こ
の
話
の
山
か
ど
う

か
は
不
明
。
今
、
應
山
の
南
に
難
山
は
見
あ
た
ら
な
い
。
　
石
難

こ
こ
で
は
難
の
形
を
し
た
石
の
意
。
『
神
異
経
』
　
に
、
潮
が
く

る
ま
え
に
鳴
く
石
難
　
(
天
難
)
　
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
話
と
は
関

係
な
い
。
　
冠
距
　
鶏
冠
と
爪
。
距
は
蹴
爪
、
雄
鶏
の
足
の
後
方

の
突
起
。
『
漢
書
』
巻
二
七
　
「
五
行
志
」
　
中
之
上
に
　
「
難
有
冠
距

文
武
之
貌
」
　
「
冠
距
鳴
絡
」
　
と
あ
る
。
　
道
士
李
銀
　
こ
の
話
以

外
に
見
あ
た
ら
な
い
。
　
賛
玩
　
宝
物
と
す
る
。
宝
物
の
意
で
『

壮
南
子
』
主
術
訓
に
　
「
賛
玩
珠
玉
」
　
と
あ
る
。
　
知
故
　
知
人
友

人
。
『
後
漢
書
』
独
行
伝
劉
邱
に
　
「
又
逢
知
故
困
踪
於
路
、
不
忍

す

委
去
。
」
　
(
又
　
知
故
の
路
に
困
踪
す
る
に
逢
ひ
、
委
て
去
る
に
忍

び
ず
)
　
と
あ
る
。

よ

【
訓
読
】
　
應
山
南
自
り
行
く
こ
と
十
線
里
、
妊
山
有
り
。
山

上
に
石
難
有
り
、
冠
距
生
け
る
が
如
し
。
道
士
李
窺
比
の
下
に

住
み
、
常
に
之
を
賛
玩
す
。
難
一
日
忽
ち
推
毀
す
。
璋
人
に
告

げ
て
日
く
、
「
難
忽
ち
此
く
の
如
し
。
吾
其
れ
終
ら
ん
か
」
と
。

因
り
て
知
故
と
訣
別
す
。
後
　
月
絵
に
し
て
遂
に
卒
す
。

【
訳
文
】
　
底
山
に
南
か
ら
十
余
里
入
っ
て
行
く
と
、
鶏
山
が
あ

る
。
山
上
に
石
島
が
有
り
、
鶏
冠
と
蹴
爪
は
生
き
た
鶏
の
よ
う
で

あ
っ
た
。
道
士
の
季
長
が
こ
の
下
に
住
み
、
い
つ
も
こ
れ
を
宝
物

142



第十号中国学研究論集

と
珍
重
し
て
い
た
。
そ
の
石
鶏
が
あ
る
日
突
然
に
壊
れ
た
。
損
は

人
に
告
げ
て
、
「
石
鶏
が
突
然
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

私
の
寿
命
も
終
わ
り
だ
ろ
う
」
　
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
知
人
友
人
と

最
後
の
別
れ
を
し
た
。
そ
れ
か
ら
一
か
月
余
り
し
て
死
ん
だ
。

1
6
　
衡
山
三
峯
最
烏
凍
簗
①
、
自
非
活
霹
素
朝
、
不
可
望
見
。
峯

下
有
泉
、
飛
流
如
好
一
疋
絹
②
、
分
映
青
林
、
直
注
山
下
。
維
纖

羅
不
動
③
、
其
上
傾
傾
、
恒
浸
清
風
也
。
〔
『
御
覚
』
七
十
二
　
※

鄭
晩
晴
輯
注
本
一
八
八
頁

【
校
異
】
　
①
鈎
沈
本
無
　
「
衡
山
」
　
二
字
。
今
接
御
覚
補
。
飽
崇

城
本
無
。
②
　
「
疋
」
、
鈎
沈
本
作
　
「
匹
」
。
今
接
御
覚
改
。
飽
崇

城
本
亦
作
「
疋
」
。
③
「
絨
」
、
御
覚
作
「
織
」
。
今
従
飽
崇
城
本
。

鄭
晩
晴
輯
注
本
誤
作
　
「
坐
」
。

【
注
釈
】
　
衡
山
　
五
岳
の
一
つ
。
湖
南
省
衡
陽
市
の
北
部
に
あ

る
。
棟
梁
　
高
く
そ
び
え
る
様
。
疎
傑
と
同
じ
。
『
水
経
注
』
巻

三
八
湘
水
に
　
「
芙
蓉
峯
最
烏
疎
傑
、
自
遠
望
之
、
蒼
蒼
隠
天
。
」

(
芙
蓉
峯
最
も
疎
傑
た
り
、
遠
き
よ
り
之
を
望
め
ば
、
蒼
蒼
と
し

て
天
を
隠
す
)
　
と
あ
る
。
　
清
罪
　
雨
が
あ
が
っ
て
晴
れ
て
澄
み

わ
た
る
。
『
水
経
注
』
巻
三
八
湘
水
に
　
「
望
若
陣
雲
、
非
清
賓
素

朝
、
不
見
其
峯
。
」
　
(
望
む
に
陣
雲
の
若
く
、
治
者
素
朝
に
非
ざ

れ
ば
、
其
の
峯
を
見
ず
)
と
あ
る
。
　
素
朝
　
白
々
と
明
け
る
朝
。

の
ぽ

『
准
南
子
』
覧
冥
訓
に
　
「
玄
雲
之
素
朝
」
　
(
玄
雲
素
朝
に
之
る
)

と
あ
る
。
　
飛
流
　
飛
ぶ
よ
う
に
流
れ
る
、
滝
。
孫
締
　
「
遊
天
台

山
賦
」
　
(
『
文
選
』
巻
一
一
)
　
に
　
「
赤
城
霞
起
而
建
標
、
漆
布
飛

流
以
界
道
。
」
　
(
赤
城
霞
の
ご
と
く
起
こ
り
て
標
を
建
て
、
l
曝
布

さ
か
ひ

飛
び
流
れ
て
以
て
道
を
界
す
)
と
あ
る
。
　
分
映
青
林
　
滝
玖

白
さ
が
両
側
の
緑
に
映
え
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
　
纖
羅
　
細
く

薄
い
絹
織
物
。
司
馬
相
知
　
「
子
虚
賦
」
　
(
『
文
選
』
巻
七
)
　
に
　
「

雑
纖
羅
、
垂
霧
穀
。
」
　
(
纖
羅
を
雑
へ
、
霧
穀
を
垂
る
)
　
と
あ
る
。

『
御
覧
』
は
　
「
織
羅
」
　
に
作
る
が
、
織
羅
は
、
網
に
か
か
る
、
無

実
の
罪
を
着
せ
ら
れ
る
意
で
使
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
「
纖
羅
」

の
方
が
適
切
と
思
わ
れ
る
。
　
脩
條
　
風
の
音
を
表
す
擬
声
語
。

甑
皇
后
　
「
塘
上
行
」
　
(
『
玉
台
新
詠
』
巻
二
。
『
楽
府
詩
集
』
巻
三

五
作
貌
武
帝
。
遮
氏
輯
『
魂
詩
』
巻
四
)
　
に
　
「
邊
地
多
悲
風
、
樹

木
何
傾
傾
」
(
『
王
台
新
詠
』
作
「
脩
脩
」
)
(
邊
地
悲
風
多
く
、

樹
木
　
何
ぞ
傾
傾
た
る
)
　
と
あ
る
。
　
濠
清
　
冷
た
く
て
清
ら
か

な
様
。
播
岳
　
「
秋
興
賦
」
　
(
『
文
選
』
巻
一
三
)
　
に
　
「
月
腫
臆
以

含
光
今
、
露
凄
酒
以
凝
冷
。
」
　
(
月
は
膿
臓
と
し
て
以
て
光
を
含

み
、
露
は
濠
清
と
し
て
以
て
袷
を
凝
ら
す
)
　
と
あ
る
。

【
訓
読
】
　
衡
山
の
三
峯
最
も
棟
梁
た
り
て
、
清
宥
素
朝
に
非

よ

ざ
る
自
り
は
、
望
み
見
る
べ
か
ら
ず
。
峯
下
に
泉
有
り
、
飛
び
流

れ
て
一
疋
の
絹
を
静
ぶ
る
が
如
く
、
青
林
に
分
ち
映
え
、
直
ち
に

山
下
に
注
ぐ
。
繊
羅
も
動
か
ず
と
錐
も
、
其
の
上
傾
傷
と
し
て
、

恒
に
棲
清
の
風
あ
る
な
り
。

【
訳
文
】
　
衡
山
の
三
峯
は
最
も
高
く
そ
び
え
て
い
て
、
棟
梁
た

り
て
、
澄
ん
で
晴
れ
わ
た
っ
た
明
け
方
で
な
け
れ
ば
、
望
み
見
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
峯
の
下
に
泉
が
有
り
、
そ
こ
か
ら
飛
び
流
れ

る
滝
の
水
は
一
疋
の
絹
を
の
ば
し
た
よ
う
で
、
両
側
の
緑
の
林
に
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照
り
映
え
て
、
ま
っ
す
ぐ
に
山
の
下
に
注
い
で
い
る
。
下
で
は
薄

絹
も
動
か
な
い
よ
う
な
無
風
で
も
、
山
の
上
は
風
が
ひ
ゅ
う
ひ
ゅ

う
と
吹
き
、
い
つ
も
冷
た
く
清
ら
か
な
風
が
吹
い
て
い
る
。

【
補
説
】
　
　
『
異
苑
』
巻
一
(
第
六
話
)
　
に
も
、
「
衡
山
有
三
峯
、

極
秀
。
其
一
名
華
蓋
、
又
名
紫
蓋
。
澄
天
明
景
、
軋
有
一
壁
自
鶴
、

廻
翔
其
上
。
一
峯
名
石
園
、
下
有
石
室
、
中
常
聞
諷
誼
啓
、
清
響

亮
徹
。
一
峯
名
芙
蓉
、
最
烏
棟
梁
、
自
非
清
賓
素
朝
、
不
可
望
見
。

峯
上
有
泉
、
飛
派
如
一
幅
絹
、
分
映
青
林
、
直
往
山
下
。
」
　
(
衡

山
に
三
峯
有
り
、
極
め
て
秀
ず
。
其
の
一
の
名
は
華
蓋
、
又
紫

蓋
と
名
づ
く
。
澄
天
明
景
な
れ
ば
、
靴
ち
一
壁
の
自
鶴
有
り
、
其

の
上
を
廻
翔
す
。
一
峯
の
名
は
石
園
、
下
に
石
室
有
り
、
中
に
常

に
諷
誼
の
馨
の
、
活
響
亮
徹
な
る
を
聞
く
。
一
峯
の
名
は
芙
蓉
、

よ

最
も
疎
案
た
り
て
、
清
宥
素
朝
に
非
ざ
る
自
り
は
、
望
み
見
る
べ

わ
か

か
ら
ず
。
峯
上
に
泉
有
り
、
飛
び
派
れ
一
幅
の
絹
の
如
く
、
青

林
に
分
ち
映
え
、
直
ち
に
山
下
に
注
ぐ
)
　
と
い
う
同
様
な
記
事
が

見
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
水
経
注
』
巻
三
八
湘
水
に
も
　
「
湘
水
又
北

蓬
衡
山
醇
東
、
山
在
西
南
、
有
三
峯
。
一
名
紫
蓋
、
一
名
石
閑
、

一
名
芙
蓉
。
芙
蓉
峯
長
島
疎
傑
、
自
遠
望
之
、
蒼
蒼
隠
天
。
故
羅

含
云
、
望
若
陣
雲
、
非
清
霹
素
朝
、
不
見
其
峯
。
丹
水
湧
其
左
、

渡
泉
流
其
右
。
」
　
(
注
釈
参
照
)
　
と
あ
る
。
羅
合
は
東
晋
の
桓
温

の
庵
の
人
で
、
そ
の
奮
『
湘
中
記
』
は
『
水
経
注
』
湘
水
に
し
ば

し
ば
引
か
れ
て
い
る
。
『
幽
明
録
』
『
異
苑
』
　
の
記
事
は
、
羅
合

の
　
『
湘
中
記
』
が
も
と
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
志
怪
中
の
美

文
表
現
が
地
方
志
か
ら
伝
写
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
つ
い
て

は
、
拙
稿
　
「
六
朝
志
怪
の
文
体
-
『
異
苑
』
　
の
文
体
」
　
(
『
古
田

教
授
退
官
記
念
中
国
文
学
語
学
論
集
』
、
東
方
書
店
、
一
九
八
五
)

に
記
し
た
。

1
7
　
宮
亭
湖
邊
傍
山
間
①
、
有
石
数
枚
。
形
囲
若
鏡
、
明
可
以
鑑

人
②
。
謂
之
石
鏡
③
。
後
有
行
人
過
④
、
以
火
煩
一
枚
、
至
不
復

明
⑤
。
其
人
眼
乃
失
明
⑥
。
〔
『
類
祭
』
六
。
『
御
覚
』
五
十
二
⑦
、

七
百
十
七
〕
　
※
鄭
晩
晴
輯
注
本
七
一
頁

【
校
異
】
　
①
　
「
山
」
、
御
覚
五
二
作
　
「
石
」
。
「
聞
」
、
御
覚
七

一
七
作
　
「
門
」
。
②
御
覚
五
二
無
　
「
以
」
　
字
。
③
校
記
云
、
「
巳

上
亦
見
『
類
衆
』
六
。
」
　
④
御
党
五
二
無
　
「
有
行
」
　
二
字
。
此
句

以
下
、
類
棄
六
不
引
。
⑤
　
「
至
」
、
御
覚
五
二
作
　
「
今
」
。
⑥
　
「

乃
」
、
御
覚
五
二
作
「
遂
」
。
⑦
「
御
覧
五
十
二
」
、
鈎
沈
本
不
引
。

【
注
釈
】
　
宮
亭
湖
　
部
陽
湖
　
(
彰
姦
湖
・
彰
姦
沢
・
彰
湖
)
　
の

南
側
で
産
山
に
近
い
部
分
の
名
。
宮
亭
廟
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て

名
づ
け
ら
れ
た
。
『
水
経
注
』
巻
三
九
底
江
水
に
　
「
山
下
又
有
神

廟
、
祝
日
宮
亭
廟
。
故
彰
湖
亦
有
宮
亭
之
稀
蔦
。
」
　
(
山
下
に
又

神
廟
有
り
、
競
し
て
宮
亭
廟
と
日
ふ
。
故
に
彰
湖
も
亦
宮
事
の
楕

有
り
)
　
と
い
う
。
宮
亭
廟
の
話
は
、
『
捜
神
記
』
巻
四
　
(
第
八
一

話
)
　
な
ど
に
見
え
る
。
　
邊
傍
　
～
に
近
い
と
こ
ろ
。
邊
勇
と
同

じ
。
『
爾
雅
』
釈
話
下
　
「
壇
、
界
、
邊
、
衛
、
国
、
垂
也
」
　
郭
瑛

注
に
　
「
疆
場
、
寛
界
、
邊
勇
、
督
衛
、
守
田
、
皆
在
外
垂
也
。
」

と
あ
る
。
　
山
開
　
山
あ
い
。
「
山
門
」
　
(
『
御
覚
』
七
一
七
)
　
な

ら
、
寺
院
の
意
。
【
訓
読
】
　
宮
亭
湖
の
邊
傍
の
山
間
に
、
石
致
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圭

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

み

枚
有
り
。
形
固
く
鏡
の
若
く
、
明
ら
か
に
し
て
以
て
人
を
鑑
る

べ
し
。
之
を
石
鏡
と
謂
ふ
。
後
　
行
人
の
過
ぐ
る
有
り
、
火
を
以

や

て
一
枚
を
煩
く
に
、
復
た
明
ら
か
な
ら
ざ
る
に
至
る
。
其
の
人
の

眼
　
乃
ち
明
を
失
ふ
。

【
訳
文
】
　
宮
亭
湖
の
近
く
の
山
あ
い
に
、
数
個
の
石
が
あ
る
。

円
形
で
鏡
の
よ
う
で
あ
り
、
明
る
く
て
人
の
姿
を
映
し
見
る
こ
と

が
で
き
、
石
鏡
と
言
わ
れ
て
い
た
。
後
　
そ
こ
を
通
っ
た
旅
人
が
、

火
を
つ
け
て
一
個
を
焼
い
た
と
こ
ろ
、
明
る
さ
が
消
え
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
人
も
失
明
し
て
し
た
。

【
補
説
】
　
こ
の
石
鏡
は
、
当
時
有
名
だ
っ
た
よ
う
で
、
謝
霊
運

「
人
影
姦
湖
口
詩
」
　
(
『
文
選
』
巻
二
六
)
　
に
も
、
「
撃
崖
照
石
鏡
、

よ

牽
英
人
松
門
」
　
(
崖
に
撃
じ
て
石
鏡
に
照
ら
し
、
菜
を
牽
き
て
松

門
に
入
る
)
　
と
あ
り
、
李
善
注
は
晋
・
張
僧
彗
『
停
陽
記
』
　
の
　
「

石
鏡
山
東
、
有
一
園
石
、
懸
崖
明
浮
、
照
人
見
形
。
」
　
と
い
う
文

を
引
く
。
鷹
山
の
石
鏡
の
こ
と
を
記
し
た
の
は
、
『
滞
陽
記
』
に

始
ま
る
よ
う
で
、
類
書
に
多
く
引
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
文
に
は

異
同
が
あ
る
。
『
類
衆
』
巻
七
〇
引
は
　
「
石
鏡
在
山
東
、
有
一
園

石
懸
崖
、
明
浮
照
人
。
」
　
に
、
『
書
紗
』
巻
一
三
六
引
は
　
「
東
得

石
鏡
山
、
前
有
一
園
石
、
懸
崖
明
浮
、
照
人
形
。
有
光
入
石
、
毛

細
必
察
、
故
紙
日
石
鏡
。
」
、
『
初
学
記
』
巻
五
引
は
「
石
鏡
山
東
、

有
一
員
石
、
懸
崖
明
浮
、
照
見
人
形
。
」
、
『
御
覚
』
巻
五
二
引
は

「
石
鏡
山
東
、
一
園
石
懸
崖
、
明
浮
照
人
、
毛
細
必
察
。
」
　
に
作

る
。
李
善
注
は
　
「
鏡
」
　
の
下
に
　
「
在
」
字
を
脱
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
の
で
、
五
臣
李
周
翰
注
に
　
「
石
鏡
、
山
名
。
」
　
と
い
う

よ
う
に
、
石
鏡
が
山
名
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
『
御
覚
』
巻
七
一
七
で
は
、
宋
・
山
謙
之
『
尋
陽
記
』
　
(

山
謙
之
の
　
『
丹
陽
記
』
『
呉
興
記
』
は
他
所
に
も
見
ら
れ
る
が
、

『
尋
陽
記
』
を
引
く
の
こ
こ
の
み
な
の
で
、
張
僧
堂
の
誤
り
と
思

わ
れ
る
)
　
と
し
て
　
「
鷹
山
東
面
、
有
一
石
若
鏡
、
懸
崖
明
浮
、
照

見
人
形
。
」
　
の
文
を
引
く
。
『
水
経
注
』
巻
三
九
度
江
水
に
　
「
山

東
有
石
鏡
、
照
水
之
所
出
。
有
一
圃
石
、
懸
崖
明
挿
、
照
見
人
形
、

晨
光
初
散
、
則
延
曜
入
石
、
毛
細
必
察
。
故
名
石
鏡
焉
。
」
、
『
太

平
寮
宇
記
』
巻
一
一
一
江
州
徳
化
県
に
　
「
石
鏡
、
在
底
山
東
懸
崖

之
上
、
其
状
圃
園
、
近
之
、
則
照
見
形
影
。
」
　
と
記
す
の
も
、
『

渾
陽
記
』
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
石
鏡
伝
説
は
、
塩
山
以
外

に
も
あ
り
、
『
華
陽
国
志
』
　
(
『
広
記
』
巻
三
五
九
　
「
式
部
女
」
)
、

『
拾
遺
記
』
巻
三
周
霊
王
、
任
肪
『
述
異
記
』
巻
下
、
山
謙
之
『

呉
興
記
』
　
(
『
初
学
記
』
巻
五
引
　
「
臨
安
醇
東
五
里
、
石
鏡
山
東

有
石
鏡
一
所
。
程
二
尺
四
寸
、
甚
清
亮
。
」
)
　
な
ど
に
見
え
る
。

1
8
　
山
陰
醇
九
侯
神
山
上
有
靂
壇
。
壇
前
有
古
井
、
常
無
水
。
及

請
告
神
、
水
帥
涌
出
①
、
供
用
足
、
乃
復
漸
止
。
〔
『
御
覚
』
一

百
八
十
九
〕
　
※
鄭
晩
晴
輯
江
本
一
八
六
百

【
校
異
】
　
①
　
「
水
印
」
、
御
覧
作
　
「
即
水
」
、
鈎
沈
本
接
触
崇

城
本
。
【
注
釈
】
　
山
陰
願
　
会
稽
郡
の
県
。
今
の
新
江
省
紹
興
市
。

九
侯
神
山
　
未
詳
。
　
登
壇
　
神
を
祭
る
所
。
『
漢
書
』
巻
六
武

帝
紀
元
封
四
年
詔
に
　
「
朕
窮
祭
后
土
地
祇
、
見
光
集
干
歪
壇
、
一
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夜
三
燭
。
」
　
(
朕
窮
ら
后
土
地
祇
を
祭
り
、
光
の
登
壇
に
集
ま
り
、

て

一
夜
に
三
た
び
燭
ら
す
を
見
る
)
　
と
あ
る
。

【
訓
読
】
　
山
陰
鮪
の
九
侯
神
山
の
上
に
藍
壇
有
り
。
壇
前
に
古

井
有
り
、
常
に
水
無
し
。
神
に
請
告
す
る
に
及
び
、
水
即
ち
涌
き

出
で
、
供
用
し
足
れ
ば
、
乃
ち
復
た
漸
く
止
む
。

【
訳
文
】
　
山
陰
賊
の
九
侯
神
山
の
上
に
祭
壇
が
あ
る
。
祭
壇
の

前
に
古
い
井
戸
が
あ
り
、
い
つ
も
水
が
無
い
。
神
に
お
祈
り
を
す

る
と
き
に
な
る
と
、
す
ぐ
に
水
が
湧
き
だ
し
、
神
へ
の
お
供
え
が

終
わ
る
と
、
ま
た
だ
ん
だ
ん
と
無
く
な
っ
て
い
く
。

【
補
説
】
　
　
『
御
覧
』
巻
一
八
九
引
『
郡
國
誌
』
に
、
「
衡
山
侯

曇
山
、
山
有
渓
豪
神
嗣
壇
。
壇
傍
有
石
井
、
常
無
水
。
人
祀
之
、

即
水
出
、
事
了
即
乾
。
」
　
(
衡
山
の
侯
曇
山
、
山
に
渓
豪
神
の
弼

ま
つ

壇
有
り
。
壇
の
傍
に
石
井
有
り
、
常
に
水
無
し
。
人
　
之
を
祀
れ

ば
、
即
ち
水
出
で
、
事
　
了
れ
ば
即
ち
乾
く
)
　
と
い
う
似
た
話
が

あ
る
。

1
9
　
諜
鯖
城
東
、
因
城
島
茎
。
方
二
十
丈
、
高
八
尺
。
一
日
、
古

之
家
也
①
。
貌
武
帝
即
築
以
鳥
墓
、
東
面
賠
崩
、
金
玉
流
出
、
取

者
多
死
、
因
復
築
之
②
。
〔
『
御
覚
』
八
百
十
二
　
※
鄭
晩
晴
輯
注

′
本
一
八
九
貢

【
l
校
異
】
　
①
「
家
」
、
鈎
沈
本
作
「
葬
」
、
今
接
御
覧
・
飽
崇

城
本
改
。
②
　
「
復
築
」
、
御
覚
作
　
「
築
復
」
、
鈎
沈
本
接
飽
崇
城

本
。【注
釈
】
　
誼
踪
　
挿
国
。
貌
武
帝
曹
操
の
出
身
地
。
今
の
安
徽

省
宅
州
市
。

【
訓
読
】
　
読
癖
の
城
東
、
城
に
因
り
て
墓
と
鳥
す
。
方
二
十
丈
、

高
さ
八
尺
な
り
。
一
に
日
く
、
「
古
の
冨
な
り
」
　
と
。
魂
の
武
帝

即
ち
築
き
て
以
て
茎
と
鳥
す
に
、
東
面
の
捺
崩
れ
、
金
玉
流
出

し
、
取
者
多
く
死
す
。
因
り
て
復
た
之
を
築
く
。

【
訳
文
】
　
誼
鯖
の
城
東
は
、
城
壁
に
つ
な
が
っ
て
台
と
な
っ
て

い
る
。
二
十
丈
四
方
で
、
高
さ
は
八
尺
で
あ
る
。
「
古
の
墓
だ
」

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
塊
の
武
帝
が
築
い
て
台
と
し
た
が
、
東
側

の
壁
が
く
ず
れ
て
、
金
玉
が
流
れ
だ
し
、
そ
れ
を
取
っ
た
者
の
多

く
が
死
ん
だ
。
そ
こ
で
再
び
築
い
た
。

2
0
　
欒
安
鯖
故
市
経
荒
乱
、
人
民
餓
死
、
枯
骸
境
地
。
毎
至
天
陰

購
雨
、
租
閑
吟
噴
坤
歎
、
啓
聴
於
耳
。
〔
『
御
覚
』
四
百
八
十
六
〕

※
鄭
晩
晴
輯
注
本
一
九
一
頁

【
注
釈
】
　
欒
安
蘇
　
『
漢
書
』
地
理
志
上
千
乗
郡
に
見
え
る
。

晋
に
廃
止
さ
れ
る
。
今
の
山
東
省
博
興
県
の
北
部
。
　
吟
膚
　
歌

声
、
叫
び
声
。
李
陵
　
「
答
蘇
武
書
」
　
(
『
文
選
』
巻
四
二
　
に
　
「

胡
茄
互
動
、
牧
馬
悲
鳴
。
吟
噴
成
群
、
邊
賢
四
起
。
」
　
(
胡
茄
互

に
動
き
、
牧
馬
悲
し
く
鳴
く
。
吟
感
群
を
成
し
、
邊
菅
四
に
起
る
)

と
あ
る
。
　
坤
歎
　
う
.
め
き
嘆
く
。

【
訓
読
】
　
欒
安
鯖
の
故
市
は
荒
乱
を
経
て
、
人
民
餓
死
し
、
枯

′
ヽ
j
b

骸
　
地
を
填
む
。
天
陰
り
路
に
雨
ふ
ら
ん
と
す
る
に
至
る
毎
に
、

か
ま
ぴ
す

軋
ち
吟
噴
坤
歎
す
る
を
聞
き
、
菅
耳
に
　
賠
　
し
。

【
訳
文
】
　
楽
安
県
の
旧
市
は
荒
乱
を
経
て
、
人
民
は
餓
死
し
、

146



第十号中国学研究論集

遺
骨
が
地
面
を
埋
め
た
。
曇
っ
て
雨
が
降
り
そ
う
に
な
る
た
び
に
、

哀
し
い
歌
声
や
う
め
き
声
が
聞
こ
え
て
き
て
、
そ
の
声
が
耳
に
う

る
さ
い
ほ
ど
で
あ
る
。

【
補
説
】
杜
甫
の
「
兵
直
行
」
の
「
君
不
見
青
海
頭
、
古
来
白

骨
無
人
牧
、
新
鬼
煩
冤
酉
鬼
巽
、
天
陰
雨
提
督
嘲
嘲
」
(
君
見
ず

l

王
と
り

や
青
海
の
頭
、
古
来
白
骨
人
の
牧
む
る
無
く
、
新
鬼
は
煩
冤

く
.
も
し
め

し
て
百
鬼
は
芙
し
、
天
陰
り
雨
浸
る
と
き
聾
咄
喉
た
る
を
)
を

連
想
す
る
話
で
あ
る
。
杜
詩
の
九
家
注
に
は
、
『
後
漢
書
』
巻
四

九
陳
寵
伝
の
「
先
是
維
鯖
城
南
、
毎
陰
雨
、
常
有
異
響
聞
於
府
中
。

積
数
十
年
。
寵
聞
而
疑
其
故
、
使
吏
案
行
。
選
言
、
世
衰
乱
時
、

此
下
多
死
亡
者
、
而
骸
骨
不
得
葬
。
倍
在
於
是
。
寵
憤
然
玲
歎
、

印
敦
醇
盈
政
教
葬
之
。
自
走
突
撃
遂
絶
。
」
(
足
れ
よ
り
先
維
醇

へ
益
州
、
四
川
省
)
の
城
南
、
陰
雨
あ
る
毎
に
、
常
に
芙
啓
有
り
て

府
中
に
聞
こ
ゆ
。
積
む
こ
と
敷
十
年
。
寵
聞
き
て
其
の
故
を
疑

ひ
、
吏
を
し
て
実
行
せ
し
む
。
還
り
て
言
ふ
、
「
世
衰
乱
せ
し
時
、

比
の
下
に
死
亡
す
る
者
多
く
、
而
し
て
骸
骨
葬
ら
る
る
を
得
ず
。

・
も
あ
は

億
し
く
は
走
れ
に
在
ら
ん
」
と
。
寵
恰
然
と
し
て
紛
れ
み
歎
じ
、

即
ち
焔
に
赦
し
て
轟
く
牧
赦
し
て
之
を
葬
ら
し
む
。
走
れ
よ
り
異

啓
遂
に
絶
ゆ
。
)
と
い
う
文
を
引
く
。
亡
霊
の
泣
き
声
が
聞
こ
え

る
と
い
う
こ
と
は
あ
ち
こ
ち
で
語
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
『
捜
神
後
記
』
巻
六
(
第
七
二
話
)
に
は
、
「
應
江
杜
謙
烏

諸
踵
令
。
醇
西
山
下
有
一
鬼
。
長
三
文
、
著
楕
布
袴
招
(
原
作
著
桔

衣
袴
在
摺
、
今
従
江
紹
租
校
注
改
)
、
在
草
中
拍
張
。
又
脱
摺
部
草
上
、

作
惧
惰
歌
。
百
姓
皆
看
之
。
」
(
應
江
の
杜
謙
語
墜
令
と
烏
る
。

た
け

鯖
の
西
の
山
下
に
一
鬼
有
り
。
長
三
丈
、
梯
布
の
袴
摺
を
著
け
、
な

草
中
に
在
り
拍
張
す
。
又
摺
を
脱
ぎ
草
上
に
卿
ち
、
惧
悩
歌
、
を
作
「

す
。
百
姓
皆
之
を
看
る
)
　
と
い
う
亡
霊
が
出
現
し
て
歌
う
と
い
う

話
が
あ
る
。
こ
の
　
「
惧
悩
歌
」
　
は
、
『
晋
書
』
　
五
行
志
中
、
『
宋

書
』
五
行
志
二
の
　
「
詩
妖
」
　
に
も
見
え
る
。

2
1
　
平
都
醇
南
肢
上
有
家
。
行
人
於
披
取
得
鯉
。
道
逢
家
中
入
来
、

云
、
「
何
敢
取
吾
魚
。
」
　
奪
著
車
上
而
去
。
〔
『
御
覚
』
九
百
三
十

六
〕
　
※
鄭
晩
晴
輯
江
本
一
九
二
貢

【
注
釈
】
　
平
都
癖
　
『
後
漢
書
』
郡
國
志
四
預
章
郡
に
見
え
る
。

今
の
江
西
省
安
福
県
。
　
肢
　
「
披
」
　
と
同
じ
。
本
来
は
堤
の
意

だ
が
、
こ
こ
で
は
池
の
こ
と
。

ほ

と

り

【
訓
読
】
　
平
都
醇
の
南
隣
の
上
に
家
有
り
。
行
人
　
肢
に
於

い
て
鯉
を
取
得
す
。
道
に
家
中
の
人
の
衆
た
る
に
逢
ふ
に
、
云
ふ
、

お

「
何
ぞ
敢
へ
て
吾
が
魚
を
取
る
か
し
　
と
。
奪
ひ
て
車
上
に
著
き
て

去
る
。
【
訳
文
】
　
平
都
願
の
南
の
池
の
ほ
と
り
に
墓
が
あ
っ
た
。
旅
人

が
池
で
鯉
を
捕
っ
た
。
途
中
、
墓
の
中
の
人
が
や
っ
て
来
て
、
「

ど
う
し
て
私
の
魚
を
捕
っ
た
の
か
」
　
と
言
い
、
奪
い
取
っ
て
車
の

上
に
置
い
て
去
っ
て
行
っ
た
。

(続)
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